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研究成果の概要（和文）：戦後、連合国総司令部（ＧＨＱ）は日本を統治する手段として文化を

用いた。映画演劇を通じて日本人の民主主義の意識形成に関わった人物に、民間情報教育局の

映画班長であったデヴィッド・コンデがいるが、その人生については明らかになっていないこ

とが多かった。本研究では、彼がカナダのブリティッシュ・コロンビア大学図書館に自己の大

量の記録を寄贈していることを発見したため、本資料を入手、整理し、デジタル化して公開し

た。本研究は、米国による対日文化政策の全貌解明に寄与することが期待される。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Just after World War 2, the General Headquarters of the Allied 
Powers (GHQ) utilized cultural power as a means to govern Japan. David Conde, who 
worked for the Civil Information and Educational Section in Japan and supervised the 
Japanese film industry, had significant influence in establishing conceptions of democracy 
among Japanese citizens through film production. However, many aspects of his life 
remained unclear. This research discovered that he had donated a large number of 
documents which he collected in his life to the library at the University of British Columbia 
in Canada, and digitized the documents in order to publicize them. The U.S. cultural 
strategic policy towards Japan is expected to be wholly revealed through analysis of these 
digitized documents. 
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１．研究開始当初の背景 

連合国総司令部（ＧＨＱ）の対日文化政策

に関する研究は、ＧＨＱの公文書とプランゲ

文庫のコピーが日本に持ち帰られて、国立国

会図書館等に所蔵、公開されてから進展した。 

 戦後の映画演劇を通じて日本人の民主主

義の意識形成に主体的に関わり、日本の労働

運動の火付け役となった人物に、民間情報教

育局（ＣＩＥ）の映画・演劇課の初代の映画

班長であったデヴィッド・コンデ（David 

Conde）がいる。コンデは思想的に特異で謎

の多い人物で、ＧＨＱの方針に反した政策を

も実施しており、この内容についてはＧＨＱ

が把握しきれていない。しかし、戦後の対日

文化政策に関する情報は主にＧＨＱが公開

した資料が基になっている。研究分担者であ

る濱野の著書『偽りの民主主義：ＧＨＱ・映

画・歌舞伎の戦後秘史』において、コンデを

調査研究した。調査の過程で、日本国内で公

開されている資料だけでは研究の進展が望

めないことが判明し、国外まで調査を拡げて

いたところ、コンデがカナダのブリティッシ

ュ・コロンビア大学（The University of 

British Colombia）図書館に、大項目の目録

で 84頁に及ぶ資料を 1975 年以降４回に分け

て寄贈していることを発見した。 

 

２．研究の目的 

本研究はその原資料をデジタル化し、日本

に持ち帰り公開することにより、コンデが関

わった対日文化政策を明らかにすることを

目的とする。 

大量の紙の資料をデジタル化することで、

持ち運びやコピーが容易となり、日本のみで

なく海外においても広く一般に資料の利用

が可能となる。 

コンデは映画を通じて、戦後日本人の意識

形成に影響を与えた人物である。1945 年 9 月

22 日にＧＨＱが発表した占領期間中の映画

演劇の指針を、日本の映画人や演劇人に説明

したのはコンデである。コンデの指導により、

敗戦直後には日本の封建主義を批判し、民主

主義を称揚する映画が製作された。これらの

映画は、一般大衆に受け入れられ、映画評論

等でも高い評価を得て、現在も繰り返し上映

され、今もってコンデの影響は続いている。

さらに、コンデは映画会社に、労働組合を作

るように強く促してもいる。このようにコン

デは映画を通じて日本人の民主主義への理

解を促進するために、活発に行動している。

しかしながら、コンデ自身が個人情報を隠蔽

してきたことと、戦後直後のＧＨＱの公文書

が少ないため、彼の活動目的やその背景等は

ほとんど判っていない。日本国内にあるのは

ＧＨＱの公文書と、コンデを知る映画人のわ

ずかな伝聞だけである。本研究が入手、整理

し、公開する資料によって、これまで不明の

ままに放置されてきた対日文化政策が明ら

かにされるとともに、謎とされてきたコンデ

の実像が判明することが期待される。 

本研究は、戦後ＧＨＱが日本を占領統治す

る手段として用いた文化政策やその後の影

響に対して、正確な情報を調査し整備するこ

とに寄与するであろう。コンデ資料の公開で、

米国は映画文化を統治にどのように利用し

ていたのかにつき、研究が促進され、その全

貌が明らかになることが期待される。 

 

３．研究の方法 

本研究では、カナダのブリティッシュ・コ

ロンビア大学図書館に所蔵されているコン

デ資料を、整理した上で、デジタル化して公

開した。そして、資料分析のために必要な文

献やインタビュー調査をも実施した。予定通

りスキャン作業は終了したものの、作業実施

にあたっては、資料の量が膨大なため、デジ

タル化作業をレベル分けして、作業量の見積

もり誤差や遅れがあった場合にも、成果を得

る計画としていた。また、研究協力者がニュ

ーヨーク在住であること等を活かして旅費

の経費節減や連絡の円滑化に努めた。年度毎

に研究方法の詳細を報告する。 

 

(1)平成 22 年度 

同大学図書館との電子メールや電話でのや

りとり・訪問等により、実際のスキャニング

作業を実施する前の準備をほぼ整えた。  

【複写資料の優先順位の決定】 

将来的に本資料を多くの研究者が多面的

な目的で利用すると考え、特定の判断基準で

の取捨選択は控えて、忠実に複写することと

した。但し、作業の効率化と費用節約のため、

目録作成時にスキャナーの複写の可否を考

えて選定した。選定要件は以下の通りである。 

・コンデの著書：日本で出版され国立国会図 

書館にあるものは濵野が所蔵済みで、それ以 

外のものがあれば複写する。 

・コンデの雑誌記事：国立国会図書館にある

記事は複写済みで、それ以外のものがあれば

複写する。 

・草稿：原則としてすべて複写する。 

・私信：すべて複写する。 

・写真：すべて複写する。 

・収集資料：コンデが収集した著書や新聞雑

誌の記事が多く寄贈されているが、それらの

資料の内、日本で容易に閲覧可能なものも少



なくないため、日本でも入手が困難な書籍や

報告書、雑誌、あるいは書き込み等がある個

所は複写する。  

【資料公開基準の決定】 

公開に関する大学図書館側の条件や制限を

協議し大枠を定めた。 

【スキャニング・フォーマットの選定】 

長期間資料を閲覧しやすいフォーマットに

ついて検討した。 

【ブリティッシュ・コロンビア大学とのスキ

ャン作業の役割分担の決定】 

スキャニングの方針は両者で協議するが、

実際の作業はブリティッシュ・コロンビア大

学側にお願いすることとした。また費用負担

についても協議した。 

【図書館関係者へのインタビュー】 

コンデが資料を寄贈した経緯について調査

した。 

【コンデ遺族による資料公開の許諾】 

長女がサンフランシスコ在住であることを

つきとめ、スキャン及び資料の公開の許諾を

得た。 

【スキャニングの試行】 

本格的なスキャニングを行う前にテストで

実作業した。文献資料の複製は、マイクロフ

ィルムで撮影することが多かったが、マイク

ロフィルムの閲覧は、特殊な機器が必要なた

め、スキャナーでデジタル・データとした。 

 

(2)平成 23 年度 

 資料を所蔵しているブリティッシュ・コロ

ンビア大学との調整、スキャニング作業の試

行は前年度に終了したため、本格的に資料の

デジタル化作業を行うとともに、関連の調査

も実施した。詳細は下記の通りである。 

【スキャニング作業の実施】 

84頁にわたる大分類の英文目録は、1975～

82年にかけてブリティッシュ・コロンビア大

学で作成されているが、それをタイプ起こし

しエクセル化した。スキャン作業時に、目録

に記載されている資料タイトルやページ数に

間違いがないかを確認し、気づいた点を記入

した。 

資料の量が膨大なため、項目毎に作業が終

わり次第、スキャニングを依頼している同大

学から、逐次日本にデータを送付してもらっ

た。日本側では、内容を確認していきながら

気づいた点を目録に付加していった。目録は

カナダで日本語能力のない者が作成したため

、合わせて日本語の雑誌名、漢字での資料タ

イトル表記等の誤植の修正をした。 

【コンデの活動実態の調査】 

米国サンフランシスコにおいて遺族へのイ

ンタビュー、ロサンゼルスにおいて映画芸術

科学協会マーガレットへリック図書館の文献

調査をした。現在日本で入手可能な資料では

、明らかにすることができなかったコンデの

米国における活動の内容、米国への帰国理由

等が判明した。 

【ホームページ作成】研究代表者が所属して

いる京都精華大学のホームページに本研究を

紹介するページを作成した。これにより、本

資料の存在の一般周知に努めた。 

 

(3)平成24年度 

コンデ資料のデジタル化を終了し、公開し

た。これにより、当初の研究目的を達成した

。実施事項は下記の通りである。 

【資料のスキャン作業の終了】 

保存状態からスキャニングに細心の注意が

必要なため、作業が残されていた資料等につ

いても終了した。ＰＤＦファイルで約2,600

ファイル、全データ量は約41ＧＢに及ぶ。 

【デジタル資料のリスト整備】 

スキャニングが終了した全資料につき、公

開のためにファイルの格納場所等を加えたリ

ストを整備した。さらに、デジタル資料の閲

覧方法につき解説文書を作成した。 

【資料の配布方法の決定】 

デジタル・データを閲覧の簡易性等からＳ

Ｄカードに保存することとし、配布窓口を決

定し配布体制を整備した。 

【関連資料の調査】 

ハワイ大学マノア校図書館を訪問し、ＧＨ

Ｑの組織や検閲に関する資料を閲覧し、同図

書館関係者らにインタビューした。 

【解説報告書の作成】 

本研究の作業の経緯、コンデの紹介、資料

の分析を冊子にまとめた。 

【資料の公開および配布】 

ブリティッシュ・コロンビア大学等の関係

図書館に寄贈した。これにより、日本のみで

なく北米においてもデジタル資料の閲覧が可

能となった。また、実費にて希望者に資料と

解説報告書を配布した。 

 

４．研究成果 

(1)本研究の成果 

本研究では、当初の目的を達成し、戦後の

ＧＨＱによる対日映画政策を主導したデヴ

ィッド・コンデの大量の記録を、デジタル化

して公開した。そして、不明であったコンデ

の活動や経歴等についてもインタビュー調

査等で明らかにした。「５．主な発表論文等」

以外に公開した成果物とその内容は下記の

通りである。 



・デジタル化したコンデ資料 

ＰＤＦファイルで約2,600ファイル、全デー

タ量は約41ＧＢに及ぶ。ＳＤカードで配布で

きる形に保存した。内容は、コンデの書籍の

草稿、コンデの写真や私信等、コンデが関係

した多岐に亘る資料である。 

・デジタル資料のリスト 

全資料につき、公開のためにリストを整備

した。リストの記載項目は記載順に、資料タ

イトル、ページ数、資料発表年月日、ファイ

ル番号、ブリティッシュ・コロンビア大学に

よる注記、ファイルの有無、ファイルの格納

場所、本研究グループによる注記である。Ｓ

Ｄカードで配布できる形に保存した。 

・デジタル資料の閲覧方法についての解説文

書 

 作成し、ＳＤカードで配布できる形に保存

した。 

・コンデ資料の解説報告書 

調査で明らかになった、コンデが米国では

セールスマンをしていたこと、二度目の来日

後の米国への帰国理由は体調不良であったこ

と等を小冊子として報告書にまとめた。 

 

(2)コンデ資料の公開で期待される今後の研

究 

占領下の映画や演劇等を通じて対日文化

政策を行った中心人物の個人資料を公開す

ることによって、半世紀に亘って放棄されて

いた以下のような新しい研究を誘発するこ

とが期待される。 

・ＧＨＱの対日文化政策 

1945 年 9 月 22 日にＧＨＱは占領期間中の

映画演劇の指針を発表したが、それらの封建

的表現を禁じる方針を日本の映画人や演劇

人に説明したのもコンデであった。占領開始

時にはＧＨＱの公文書は少なく、本コンデ資

料の活用が望まれる。 

・占領期間中の映画による文化政策 

日本における「戦後民主主義」の意識形成

において、視覚メディアとしての映画の役割

は極めて大きい。敗戦直後に日本の封建主義

を批判し、民主主義を称揚する映画は、一般

大衆に受け入れられ、映画評論等でも高い評

価を得た。この「民主化」を目的とした映画

は、コンデの指導によって作られたことが、

様々な資料から明らかになっている。1946 年

に公開された少なくとも 10 本の日本映画は

コンデ自身のプロデュースに近い形で製作

され、『大曾根家の朝』は戦後初のキネマ旬

報ベストテンの１位に選ばれた。 

これらの映画は現在も繰り返し上映され、

後々まで強い影響を残し、今もってコンデの

影響は続いている。その経緯については日本

の映画人の断片的な記憶しか残っていなか

った。 

・占領期の労働運動と独立プロダクション 

 コンデは映画会社に、労働組合を作るよう

に促し、撮影所で労働組合の結成を急がせ、

会社と交渉する方法等についても組合員を

指導している。その結果として戦後最大の労

働争議と言われる東宝争議が起こった。 

以上のように本研究は戦後史の中で重要

でありながら、手つかずになっていた研究や

コンテンツ研究を誘発する契機となるもの

である。 
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